
２０２５年度実力テスト（午前の部） 

２０２６年１月２１日（水） 

１１：００～１２：３０  ９０分 

 

解答上の注意 

 

・ 問題は全部で３題ある。全てに解答すること。 

 

・ すべての解答用紙に学生番号・氏名を記入すること。 

 

・ 解答用紙の科目欄に問題番号を記入し、一枚の解答用紙に一問の答案を記入

すること。ただし、解答欄が足りない場合は裏面を使ってよい。その場合にはその

旨を表面に明記すること。 

 

・ 解答用紙はすべて提出すること。 

 

・ 試験開始後 30 分経過した後は、解答用紙を提出のうえ、退室を認める。。 

 



解答には途中の計算経過、および論理も明確に記すこと。

1. 以下の積分を計算せよ。f(x) は積分範囲内で連続であり f ′(x) は f(x)

の導関数である。
（a）∫

dx 1
x2−8x+7

（b）∫ b

a
dxf ′(x)e−f(x) ,

（c）∫ π

0
dx cos(x)ea sin(x)

（d）∫∞
−∞ dxx4e−ax2

2. p は 0 でない整数、r = (x, y, z), r = |r| とする。f(x, y, z) = f(r) =

log rp のとき、

gradf(r) = ∇f(r) = (
∂

∂x
f(r),

∂

∂y
f(r),

∂

∂z
f(r))

を p, r と r により表せ。
3. a, bを正の実数とする。ベクトル場

V (x, y, z) =

(
ay

(x2 + y2)4
,− ax

(x2 + y2)4
, 0

)
(1)

を考える。次の線積分 ∫
dℓ · V (2)

を、(b, 0, 0)を始点として原点を中心とする xy 平面内の半径 bの円周を
反時計回りに一周、線積分せよ。

午前の部 １ 基礎物理数学＜必須＞



午前の部 ２ 力学Ⅰ／Ⅱ＜必須＞



1. 無限に長い直線に電荷が線密度	𝜆	で一様に分布している。 
(1) この直線電荷から距離	𝑟	離れた位置における電場	𝐸(𝑟) を求めよ。 
(2) 静電ポテンシャル	𝜙(𝑟)	の大きさを求めよ。ただし、𝑟 = 𝑟!	を基準点とする。 

 
2. 無限に広い yz平面（x = 0）上の導体に、y軸の正方向に一様な電流（面電流密度 i ）
が流れている。ただし面電流密度は単位長さあたりの電流を表す。 

(1) この面電流がつくる磁場の向きと磁束密度の大きさを積分型のアンペールの法
則を用いて求めよ。 

(2) ベクトルポテンシャルの向きと大きさを求めよ。x = 0を基準点とする。 

 
3. 𝑥	軸の正と負の向きにそれぞれ進む２つの電磁波を考える。電場は	𝑦	軸方向に振動し、
それらの大きさは 

𝐸"(𝑥, 𝑡) = 𝐸! sin(𝑘𝑥 − 𝜔𝑡),   𝐸#(𝑥, 𝑡) = 𝐸! sin(𝑘𝑥 + 𝜔𝑡) 
で与えられるとする。 
(1) 自由空間（電荷密度と電流密度の値がゼロであるような空間）におけるマックス

ウェルの方程式を記せ。 
(2) それぞれの電磁波の磁場の大きさ	𝐵"(𝑥, 𝑡), 𝐵#(𝑥, 𝑡)	と振動方向を求めよ。ただし、
電磁波の速度を	𝑐	とする。 

(3) これらの電磁波の重ね合わせによって生じる電場および磁場の振動 𝐸(𝑥, 𝑡),
𝐵(𝑥, 𝑡)	を求めよ。 

 

午前の部 ３ 電磁気学＜必須＞




